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2017 年 08 ⽉ 15 ⽇ じゃかるた新聞 

内容： 

⻄ジャワ州バンドン市で、浜松市上下⽔道部が⽔道の漏⽔防⽌技術⽀援を進めている。７⽉には同部職

員と浜松市の地元企業関係者がバンドン市を訪問し、⽔道管や漏⽔の状況を視察・調査した。 

調査は、バンドン市⽔道公社（ＰＤＡＭ）などと協⼒しながら、同市メロンアシ第８地区と、スカサリ

地区にある⾼級住宅街パラヒヤンガン・ルマ・フィラ（ＰＲＶ）で⾏われた。 

浜松市上下⽔道部⽔道⼯事課によると、漏⽔の原因は、⽔道管結合部分の締め付けが不⼗分なことや、

⽯などによる⽔道管破損。⽯は掘削部分の埋め戻しに使われた⼟砂に混⼊するという。バンドン市（⼈

⼝２４８万⼈）の上⽔道普及率は６９％で、漏⽔は１⽇平均２０カ所で発⽣している。 

盗⽔も多く、⽔道メーターの前後にバイパス管を取り付けて⽔を盗んでいるという。給⽔量と⽔道料⾦

として収⼊のあった⽔量との⽐率を⽰す有収率は６８％で、浜松市の９４％強を⼤幅に下回る。 

その他の上⽔道の課題、問題点としては、２４時間給⽔が未実現▽⽼朽管の更新事業が停滞▽漏⽔修繕・

給⽔⼯事共に改善が必要――なども明らかになった。 

漏⽔問題や課題に取り組むため、浜松市上下⽔道部は今後も職員をバンドン市へ派遣し、技術指導、給

⽔⼯事に関する調査などを進める。メロンアシ第８地区をパイロット地区とし、次回は９⽉に職員を派

遣する予定。また１０⽉には、バンドン市ＰＤＡＭの職員を受け⼊れ、浜松市で研修などを実施する。 

備考 浜松市上下水道部による調査結果。 
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